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日赤あいち 検索

ご協力ありがとうございます

▲ 三協化成産業株式会社 様

▲ スズラン株式会社 様

▲ 木村建設株式会社 様

▲ ヒダ電気株式会社 様

▲ 江口光株式会社 様

▲ 株式会社ミニミニグループ 様

▲ 株式会社マクシスエンジニアリング 様

日本赤十字社愛知県支部へ活動資金として
多額のご寄付をいただいた法人様
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活動資金

▶ 令和３年度決算概要
▶ 10代夏の献血キャンペーン
▶ 日本赤十字豊田看護大学オープンキャンパス2022
▶ 赤十字奉仕団ボランティアリレー
　「愛知県赤十字国際人道法普及奉仕団」
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C L O S E  U P

一
緒
に
遊
び
、

学
ぶ
こ
と
で
広
が
る

多
文
化
共
生

― 

名
古
屋
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
と
と
も
に

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
＆「
や
さ
し
い
日
本
語
」

で
の
A
E
D
講
習 

―

ボランティアとして活躍する奉仕団がリレー方式で登場

バト
ンタ
ッチ
！

ボランティア
リレー

赤十字奉仕団

　私たちの奉仕団の始まりは、平成９年の愛知県支部主催の国
際人道法の研修会までさかのぼります。この研修会を修了した
後も、もっと学びたいという思いを持つ受講生たちで「ふうせ
んの会」という自主的な集まりを結成して学んできました。
　そして、学んだことを生かそう、との思いから、奉仕団の
結成を愛知県支部に申し出て、平成25年に愛知県赤十字国
際人道法普及奉仕団として活動をスタートしました。
　現在の主な活動は、国際人道法をわかりやすく理解しても
らうためのミニ本作りです。ミニ本はＡ４用紙１枚を８コマ
に区切り、タイトル１コマと内容７コマに簡潔にまとめたも
のです。これまでに10種類のミニ本を作りました。

愛知県赤十字
国際人道法普及奉仕団

今号の
奉仕団

こんな活動をしています

国際人道法を多くの人に知っていただきたい！

　ミニ本のことを赤十字関係の方はもちろん、一般の方にも広
め、少しでも赤十字の活動を知ってもらえるようにしたいです。
　団員はミニ本をいつも持参しており、機会があればミニ本を
もとにお話ができるように努めています。また、今年度からは
各奉仕団への出前講座も行っていきたいと思っています。
　今後も赤十字の活動をミニ本にしていきたいと思っており、
今年度は愛知県支部の活動を取り上げます。また、特殊奉仕団
や地域奉仕団の皆様のご協力をいただき、各奉仕団の特徴をミ
ニ本にまとめていけたら、と思っています。
　一般の方の中には、赤十字の活動について献血や義援金・救
援金の募集など、断片的にしか知らない方もいらっしゃいます。
国際人道法をはじめ赤十字のさまざまな活動を一人でも多くの
方に知ってもらい、ご理解・ご協力いただけるように活動して
いきたいと思っています。

イチオシポイント

ミニ本を通じて赤十字を広めたい！ 歳　入
内　訳
社資収入
委託金・補助金及び交付金収入
資金繰入金
資産収入・雑収入
前年度繰越金

1,454,785,320 円
34,419,223 円
44,222,297 円
23,108,739 円
187,229,964 円

83.5%
2.0%
2.5%
1.3%
10.7%

決算額

合計 1,743,765,543 円 100.0%

歳　出
内　訳
災害救護事業と救護看護師の養成に
救急法や健康生活支援講習などの普及に
赤十字ボランティアの活動と育成に
青少年赤十字の育成と普及に
社会福祉事業などに
血液事業の普及啓発に
国際的な活動に
広報・活動資金募集のために
赤十字病院救急医療体制の整備に
市町村における赤十字活動に
全国的な赤十字活動に
支部の運営に
災害への備えに（積立金）

364,450,487 円
34,523,275 円
46,317,165 円
39,138,492 円
28,141,222 円
4,609,896 円
10,262,000 円
80,077,697 円
364,296,299 円
86,549,438 円
173,653,001 円
116,919,251 円
163,957,530 円

24.1%
2.3%
3.0%
2.6%
1.9%
0.3%
0.7%
5.3%
24.1%
5.7%
11.5%
7.7%
10.8%

決算額

合計 1,512,895,753 円 100.0%
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令和３年度日本赤十字社愛知県支部一般会計歳入歳出決算

＊歳入歳出差引額230,869,790円は翌年度の継続事業のために繰り越されました。

令和３年度
歳入

令和３年度
歳出

❶
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❾
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❺
10.7%❷ 2.0%

❷ 2.3%

❸ 3.0%
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10 5.7%

❸ 2.5%
❹ 1.3%

❺ 1.9%
❻ 0.3%

❼ 0.7%
❽ 5.3%

【オンライン講習の様子】

　中部８県支部合同訓練をオンラインで各支部を繋ぎ、常時
情報共有して行うなど新たな取り組みを実施したほか、救護
班要員研修等の実施、救護用資機材の整備等を行いました。ま
た、優秀な救護員としての赤十字看護師を安定的に確保する
ため、奨学金制度等により救護看護師の養成を行っています。

災害救護事業と救護看護師の養成

　コロナ禍で対面式の講習が
難しい状況に対応するため、
また、従来の集合型研修への
参加が難しい方にも自宅で講
習に参加いただけるよう、オ
ンラインやDVDなど新たな
方法を用いて講習会を開催し
ました。

救急法や健康生活支援講習などの
普及

【赤十字奉仕団による子ども食堂】

　赤十字ボランティアによる新
型コロナウイルスワクチン大規
模接種会場での来場者支援、日赤
が作成した差別・偏見予防のため
のテキストを用いた小学校での
特別授業、地域における子どもの
居場所づくりや困難を抱える子
どもの支援のための子ども食堂
など様々な活動を実施しました。

赤十字ボランティアの活動と育成

　新型コロナウイルス感染拡大に対する緊急対策事業とし
て、児童養護施設や外国にルーツのある子どもが通う外国人
学校・日本語教室に対して、ウイルス除去対応の空気清浄機
を配備しました。また、コロナ禍で浮き彫りとなった社会課
題の１つ「生理の貧
困」について、国や自
治体による支援体制
が整うまでのつなぎ
として、各地区分区の
協力のもと、生理用品
の配布事業を行いま
した。

社会福祉事業など

【生理用品と一緒に配布したメッセージカード】

PICK UP

※事業報告の詳細については、日本赤十字社愛知県支部ウェブサイトでご覧いただけます。

令和３年度、愛知県支部では個人・法人の皆さまからいただいた会費（社費）や寄付金を主な財源として、
災害救護事業をはじめとした人道支援活動を実施しました。日本赤十字社代議員会で承認されましたので報告します。
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愛
知
県
に
住
む
外
国
人
住
民
の
方
は
約

27
万
人
。
東
京
に
次
い
で
全
国
２
番
目
で

す
。
日
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赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
、

外
国
に
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ー
ツ
を
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つ
方
に
も
い
の
ち
を
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る
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法
を
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め
る
た
め
、
多
文
化
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生
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業
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環
と
し
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や
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し
い
日
本
語
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を
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た
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
５
月
８
日
（
日
）
に
愛
知
県
支

部
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ぶ
名

古
屋
オ
ー
シ
ャ
ン
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、
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元
自
治
体
の
知
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と
と
も
に
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
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の

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
使
っ
た
講
習
を

紹
介
し
ま
す
。

　

前
半
は
フ
ッ
ト
サ
ル
の
基
礎
テ
ク
ニ
ッ

ク
教
室
を
行
い
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」

で
の
A
E
D
講
習
を
は
さ
ん
で
、
後
半

は
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
試
合
形
式
で

フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

A
E
D
講
習
で
は
愛
知
県
支
部
の
講
習

指
導
員
か
ら
、
稀
な
事
例
で
は
あ
る
も
の

の
フ
ッ
ト
サ
ル
の
試
合
中
に
ボ
ー
ル
が
胸

に
当
た
っ
た
衝
撃
で
心
肺
停
止
状
態
に
な

る
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
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と
き
周
り

の
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が
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を
使
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を
行

い
、
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が
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れ
た
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紹
介
し
、
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い
方
や
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肺
蘇
生
法
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ぶ

大
切
さ
を
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え
、
み
ん
な
で
真
剣
に
講
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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ル
ト
ガ
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で

も
話
し
て
く
れ
た
の
で
、
と
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し
く
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で
き
た
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E
D
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使
い
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を
初

め
て
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っ
た
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い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
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所

に
色
々
な
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の
方
が
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ん
で
い
る
の
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
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想
や
、

「
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し
て
い
る
と
言
葉
の
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を
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じ
な
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す
ね
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っ
た
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想
が

あ
り
ま
し
た
。
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シ
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知
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国
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ツ
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く
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で
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
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す
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６
次
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多
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合
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画
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。
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知
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で
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プ
ロ
フ
ッ
ト
サ
ル
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ー
ム　

名
古
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オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
は
新
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点
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
今
年
4

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
名
古
屋
オ
ー

シ
ャ
ン
ズ
は
フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
じ
た
社

会
・
地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
つ
づ
け
て
お

り
、
今
回
は
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部

と
と
も
に
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
フ
ィ
ー
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ド
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
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加
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募
集

な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、「
フ
ッ
ト

サ
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
、
い
の
ち
を
救
う

方
法
も
学
ぶ
」
こ
と
を
目
的
に
、
外
国
に

ル
ー
ツ
の
あ
る
方
も
日
本
の
方
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
と

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ブ
ラ
ジ
ル
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ル
ゼ
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ン
・

ボ
リ
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ア
・
中
国
な
ど
、
外
国
に
ル
ー
ツ

の
あ
る
多
く
の
親
子
に
加
え
、
日
本
人
の

親
子
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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ャ
ン
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ブ
ラ
ジ
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に
ル
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ツ
の
あ
る
２
人
の
選
手

ガ
ブ
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エ
ル
・
ペ
ネ
ジ
オ
選
手
と
田
淵
広

史
選
手
が
参
加
し
、
フ
ッ
ト
サ
ル
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
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ご協力いただいた知多市役所の方にお話を伺いました。

　救急法などの講習では、「胸骨圧迫」のように日常会話で
はあまり使わない言葉がたくさん出てきます。そこで、「やさ
しい日本語」を使ったテキストや講習では「胸骨圧迫（胸の　まん中を　何回も　押すこと）」というように、わかりや
すい表現で簡単な漢字を使って併記したり、言い換えてお伝えしています。他にも、救急車を呼ぶときの「119番通報」
は「119 に　電話をする」と表現されています。一見当たり前のように思う表現でも、国によって救急車を呼ぶときの
電話番号が違うことや、「通報」がこの場合は電話することを示していることをふまえて、具体的な行動に言い換えています。
　愛知県支部では、指導員資格を持つボランティアの方や、大学教員などの有識者にご協力いただき、救急法や幼児
安全法、健康生活支援講習の内容をもとに「けがや　病気の　手当の　きほん」、「しんぞうが　とまっている人の　
助けかた」、「子どもの病気と　手当のしかた」、「災害が起こったときに　気をつけること、役に立つこと」の４種類の
テキストを作成し、やさしい日本語による講習で活用しています。

きょうこつ  あっぱく      むね　　　　　　　なか　　　   なんかい　　　　お

でんわ

びょうき　　　　 てあて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと

たす　　　　　　　　　 こ　　　　　   びょうき　　　 　てあて　　　　　　　　　　　 さいがい　　お　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　やく　　た

「やさしい日本語」を使った
講習やテキストとは？

　本市では、第６次知多市総合計画において、「多
様性を認め合うまちづくり」を重点戦略の一つとし
て掲げております。
　今回の事業を通して、外国人、日本人市民双
方が、同じ地域社会の一員としての相互理解を深
めるきっかけづくりになったと思います。
　今後とも、名古屋オーシャンズ、日本赤十字社
と共に多文化共生に係る取組を推進できればと考
えております。

　知多市は人口８万４千人ほどの市で、約２千人
の外国人が住んでいます。今回はさまざまなルー
ツの方が参加し、子どもたちの明るく楽しんでいる
姿を見て、有意義な機会であったと実感していま
す。同じ地域に住む仲間として共生を進めながら、
知多市地区として地域防災や救護などの事業を一
緒に行っていければと思っています。

知多市　市民協働課 様
知多市　福祉課 様

（日赤愛知県支部知多市地区）

　日本赤十字社では、毎年５月を「赤十字運動月間」として赤
十字の理念や活動へのご理解・ご協力を呼びかけるキャン
ペーンを行っています。
　今年も自治会・町内会にご協力いただき、皆様からの温かい
ご支援をいただきました。
　また、今年は３年ぶりに名古屋駅前での街頭キャンペーンを
実施したり、各地で赤十字奉仕団が地元のイベントに参加して
赤十字の活動を紹介するなど、多くの方へ赤十字のＰＲを行う
ことができました。

　新型コロナウイルス感染症の影響で里帰り出産ができない
など、お産後に様々な事情で周囲を頼りにくいという方のた
め、日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院（以下、
名古屋第一病院）は「産後ケア入院」を４月１日から開始し
ました。
　「産後ケア入院」では、お母さんが安心して子育てをしてい
けるよう、授乳のしかたやお産後のからだに関する相談などに、
助産師が 24 時間体
制で対応します。
　産後４か月までの
お母さんと赤ちゃん
を対象としており、
名古屋第一病院以外
で出産された方にも
ご利用いただけます。
　詳細は名古屋第一
病院ホームページを
ご覧ください。

「産後ケア入院」を始めました

お産後の心配や悩みごとに、
助産師が24時間体制で寄り添います

活動やイベント
を報告します

トピックス

日本赤十字豊田看護大学
オープンキャンパス

「OPEN CAMPUS 2022」開催！
　日本赤十字豊田看護大学では、令和４年７月23日（土）・８月
19日（金）にオープンキャンパスを開催します。
　模擬授業や看護体験デモ、在学生によるキャンパスツアー、
キャンパスライフ相談コー
ナー等があり、日本赤十字豊
田看護大学の特色である「赤
十字の看護」に触れる絶好の
機会です。また、在学生の様子
や学内の雰囲気も感じられる
内容となっております。
　感染対策のため事前申込
制・定員制といたしますので、
参加ご希望の方はホームペー
ジよりお申し込みください。
　高校生の皆さんの参加を心
よりお待ちしております！

みんな行こうよ！夏の献血！

10代夏の献血キャンペーン
愛知県赤十字血液センターでは、「10代夏の献血キャン

ペーン」を実施します。県内９ヶ所の献血ルームまたは献血バ
スで献血受付された、10代の皆さんに、オリジナル記念品をプ
レゼントします！
期間は令和４年７月下旬から令和４年９月30日までです。
近年、若い方々の献血へのご協力が減少傾向にあります。輸
血用血液を必要とす
る患者さんの命を守
るためには、若い方々
の献血へのご協力が
必要です。
献血は“命をつなぐ

ボランティア”です。ぜ
ひ、この機会に献血へ
のご協力をよろしくお
願いします。

赤十字運動月間2022

県内各地で赤十字の活動をPR

※新型コロナウイルス感染症の状況により変更になる場合があり
　ますので、最新情報はホームページをご確認ください。

看護体験デモ（小児看護学）の様子

在学生による相談コーナー

名古屋第一病院
ホームページ

日赤豊田　オープンキャンパス　

〈日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院（なかむらにっせき）〉

（https://www.nagoya-1st.jrc.or.jp/advanced/childbirth/postnatal_care/）


